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飯塚園長ごあいさつ

社会福祉施設の職員がリスクマネジメントの観点から虐待について理解を深め、職場全体で虐待予防や早期

発見・早期対応できるようにとの目的で研修を受けました。この研修を受け虐待のことだけでなく、日頃、お

子様の気持ちを尊重した保育ができているかを考える機会になりました。お子様のできることが増えるように

と行う保育が、大人の満足だけになっていないか、嫌がっていることを無理強いしていないかを振り返り、改

めてお子様を「一人の個人」として尊重してかかわりたいと強く思いました。そのためには、お子様のことを

知ることが一番です。今後も自己研鑽に励み発達に関する知識を深め、目の前のお子様と真摯に向き合える職

員でありたいと思います。　　（児童発達支援管理責任者：徳岡優子）

10 月 12 日より、ダウン症のお子様のための療育教室であるカナリヤ教室を開始いたしました。

　この教室では、ダウン症のお子様の特性に応じた運動、口腔機能、あそびのプログラムを、理学療法士、作業療

法士、言語聴覚士、保育士が協働して計画し、実施しています。1 回目は、3 名の方に参加していただきました。

この教室は、ゆりかご園の療育時間内で実施しており、実施時間が 13:00 ～ 15:00 ということから、参加する

お子様にとってはちょうどお昼寝の時間、眠くたくなってしまうかな、と心配していましたが、皆さん元気に参加

することができました。教室開始直後は、保護者の方もお子様もやや緊張した表

情でしたが、親子でスキンシップ遊びをしたり、身体を動かしたりすることで、

笑顔が見られ、笑い声や発声も多く聞かれるようになりました。少人数での活動

の中、友達の様子を見て、意識しながら

遊んだり、微細玩具に集中して取り組ん

だりと、普段の様子とは違う新たなお子

様の姿を発見できる場面もありました。

今後も多職種が連携し、教室の療育内

容を充実させていくとともに、保護者の

方向けの懇談会や勉強会なども企画して

いければと考えています。

（副施設長：山本貴世）

遠足当日の朝。ザーザー降りの雨天！！「ゆりかご園の遠足は十何年ぶりかの雨となりました。」そんな挨拶か

らはじまりました。実は、この日の天気に 10 日程前から一喜一憂していた遠足係。当日は晴天でも雨天でもどち

らでも対応できるように職員と策を練っていました。残念ながら雨にはなりましたが、リハビリ室の広い部屋の中

で“段ボールカー競争”“宝探しゲーム”“借り物競争”を行い、子どもたちを中心に、保護者様も職員も大変盛

り上がりました。

　予定していた“馬のえさやり＆ふれあい”は、明石乗馬協会の方にお願いをして、翌週に石ケ谷公園のグランド

で実施して頂けました。３頭の大きなお馬さんに、恐々とにんじんをあげるお子様。食べてくれるとニコニコする

お子様。皆さん様々な表情でしたが、とてもいいお天気でいい時間を過ごせたと思います。

「遠足」・・・子どもたちにとっても保護者様にとっても楽しみでもあり、ドキドキする行事でもありますが、

普段には経験できない“集団行動”や“異年齢のお子様や保護者様の交

流”という目標が十分に達成できる日であったと思います。そして、

春より新スタッフでスタートしておりますが、スタッフのチームワーク

の良さを実感した日でもありました。こんなにスタッフが楽しんでいた

遠足は初めてだったかもしれません。保護者様アンケートでも、「雨だっ

たけど中でおもいっきり遊べて楽しかったです。」「とても念入りに準備

されていたのが伝わってきました。」と嬉しいお言葉を頂きました。来

年も行先の案をたくさん出して頂きましたので、ぜひまた楽しい遠足に

したいと思います。ありがとうございました。（理学療法士：中谷愛）

去る 10 月 23 日、私が理事長をさせて頂いている、明石障

がい者地域生活ケアネットワーク（通称 135E ネット）で啓

発イベント「みんな集まれ明石本気フェスタ」をアスピア明

石にて開催いたしました。

泉市長様はじめ、市議会議員様数名もご参列いただき、大

盛況に終わりました。通常、私の経験から福祉のイベントに

は、なかなか人が集まらないのが常でしたがこの度は、出演

者の方、ブース出展の方のご尽力が功を奏し、たくさんの方

がステージ観賞、1 階アトリウムコートでの各ブース参加等々、本当ににぎわっていました。

少しご紹介しますと、児童養護施設「神戸真生塾」の子ども達が「リサイクル品販売」のコーナーを担当して

くれました。値付けから販売まで、自分たちでしっかり考え、値下げのタイミングもうまく発信していました。

日頃は人前で大声を出すことなどないようですが、販売最終は、皆さん大声で呼び込みをしていたとのこと。売

り上げの一部は、他団体に寄付する予定です。施設長から、こども達が良い経験ができたとのお言葉もいただき

ました。又、視覚障害の山下氏と石田氏が安価でマッサージを実施して頂き、その売り上げ全額をお二人のご厚

意により、他団体に寄付させていただくことになりました。本当にありがとうございます。

ステージでも、自閉症ピアニストの末近功也さんの素晴らしい演奏に対して同じく出演してくださったオペラ

歌手の山崎小夜子さんが絶賛されていました。ステージ後、末近ママと小夜子さんが熱心にお話されていた姿を

見て、フェスタの目的「出会って、繋がって、広がって」が

正に行われていたことに、陰ながら感激しました。

たくさんの方々のご紹介をしたいのですが、まずは、135E

ネット事業所のユニバーサル事業担当の皆さん、事前準備等

含め本当にお疲れさまでした。もちろんゆりかご園とあおぞ

ら園職員も当日、係としてお手伝いしてくれました。

当ゆりかご園代表の太田メリサちゃんの写真展示コーナー

（アスピア 2 階）もたくさんの方が見に行かれ、感動された

とのこと・・

誰もが安心して暮らせる明石を目指して、微力ですがこれ

からも色々な方法で発信していきたいと思います。

リスクマネジメントの研修を受けて～お子様の気持ちを尊重した保育を～

カナリヤ教室開始！！～ダウン症のお子様のための療育教室～

雨でも楽しかった遠足♪～ゆりかご遠足のご報告～

撮影の為にマスクを外

している場合がありま

すが、感染症対策を徹

底して行っています。
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太田メリサさんの写真展

みんな本気フェスタ集合写真

ダウン症のお子様の療育教室「カナリヤ教室」

園内で思いっきり遊ぶお子様たち


